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はじめに 

 

本事業は、文部科学省から委託された「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」の内のひとつであ

る「専門学校と高等学校、教育委員会等の行政及び企業が協働で、高・専一貫の教育プログラムを開発するモ

デルを構築する」事業の成果報告書である。 

この事業は、中等教育（高等学校）の段階から、キャリア意識を高め、専門知識を涵養できるようなアプロー

チをすることが、専門学校における学びの質を高めることに繋がるとともに、高校生にとっては職業意識を醸成する

ことによって、将来の就業に適した専門知識や技術を習得する進路を導き出すことが可能となる。 

これは、高卒就職者の約４割が離職するという統計やその後の離転職においてキャリアアップを図れず、非正

規雇用のままが続く、というケースの改善にもつながる。 

本校は、1969 年開校の自動車整備士養成の工業系の専門学校として、約４万人以上の卒業生を自動

車業界へ輩出している。また、同法人内に「建築」、「インテリア」、「情報・IT・Web」、「AI・データサイエンス」、

「バイオテクノロジー」、「環境」の分野（学科）を有する専門学校 東京テクニカルカレッジ」(東中野)を設置おり、

日本の基幹産業を網羅している。また、114 社（2022 年 1 月現在）の企業が加盟している「後援会」組織

が、就職や教育課程編成委員会等の活動で協力をしてくれている。 

今回の事業は、この幅広い職業分野をカバーしている専門学校と高校、さらに企業群と教育連携することによ

って、実社会に即した職業教育と高専一貫の教育プログラムを開発することで、高校の段階から職業観を図れる

ことと高度な専門知識や技術の習得へ繋がり、確かな進路選択、その後のキャリア形成に役立つものと確信して

いる。 

また、Society5.0 や SDGs、DX 等の社会的インフラ、教育課程においては、GIGA スクール構想をはじめ学

習指導要領の改定等、初等中等教育から高等教育までの教科や学習の仕方など、Z 世代に対する教育環境

が大きく変わろうとしている。 

本事業は、「高専一貫」として、高校の３年間と専門学校の２年から４年間という、長い期間の教程をカバー

するため、刻々と変化する時代のニーズを反映しなければならない。 

今年度は本事業の２年目にあたり、Z 世代を意識してメタバース空間で職業選択の導入部分を開発し、選

択分野の「ワクワク感」を醸成するために、高校の教科では経験できない体験授業を行った。その成果は受講前と

受講後にどのような変化があったのかは、本編でご紹介する。 

次年度以降は、各分野の職業体験のコンテンツを増やし、PDCA サイクルを用い、高校の全日制・定時制・

通信制、普通科・専門科・総合科の課程別実証授業を行い、その汎用性と受講前後の評価分析で開発コン

テンツの質の向上を目指していく。 

また、高校生のキャリア形成に欠かせないステークホルダーの高校教員や保護者等の理解を深め、サポート体

制を構築する。 

最後に、今回の報告書を多くの高校、専門学校、企業がこれからの高校、専門学校のあり方の道標としてい

ただければ幸いです。 

事業責任者 

学校法人小山学園 専門学校 東京工科自動車大学校 

校長 佐々木 章 
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■授業シート

教科名：令和４年度インテリア科　 授業

科目名：インテリアデザイン　

第（  １／全１ ）回：開講日    月    日（ 　 ）

講師名： 今日の授業：

●シラバス

01）

02）

03）

04）

05）

06）

●今日の授業 ●キーポイント

■インテリアとは

□① ①

■パワーポイントの練習

□② ②

□③ ③

■ワンポイントアドバイス～レイアウトの基本

□④ ④

■コーディネーション実習

□⑤ ⑤

□⑥ ⑥

□⑦ ⑦

□⑧ ⑧

□⑨ ⑨

□⑩ ⑩

●参照資料

① パワーポイント ⑥ 「デザイナーズチェア」などのホームページ

② パワーポイント ⑦ 「デザイナーズチェア」などのホームページ

③ パワーポイント ⑧ 「デザイナーズチェア」などのホームページ

④ パワーポイント ⑨ 「デザイナーズチェア」などのホームページ

⑤ パワーポイント　簡単な講義 ⑩ プレゼンテーション

●授業コメント

　初心者にとってもっとも身近な家具である椅子を中心に、私の好きなファッション→そのファッションに似合う椅子

1

HPから「好きなテーブル」を選ぶ

HPから「好きなライト」を選ぶ

インテリアの概要とインテリアを構成するインテリアエレメントがわかる。

MS PowerPointを使用して、文字入力、画像の挿入ができる。

インターネットを使用して、自分の得たい情報を調べることができる。

ショートカットを使用して、コピー&ペースト（貼り付け）作業ができる。

自分の得た情報を整理し、紙面の上で構成を考えたインテリアエレメントのレイアウトができる。

プレゼンテーション

必要性：インテリアの提案をする際に、自分や他人（クライアント）のインテリアの趣向を知ることと、クライアントへプレ

　　　　ゼンテーションをおこなう時に使用するデジタルスキル（パワーポイントなど）は必要不可欠となります。

学習内容：様々なデザインのインテリアエレメント（チェア・テーブル・ライト）を調べ、自分のお気に入りのファッション

　　　　とコーディネートをして、インテリアのコーディネートボード作成・発表をおこないます。

なぜそのﾌｧｯｼｮﾝやｲﾝﾃﾘｱを選んだのか？　 他人の考えも重要

　　→　選んだﾌｧｯｼｮﾝとｲﾝﾃﾘｱに共通する「ｷｰﾜｰﾄﾞ」を考えてみる。

１）選んだ「冬のﾌｧｯｼｮﾝ」に合うテーブル（机）を選ぶ

２）自分の好きなライフスタイルをイメージしながら選ぶ。
　　ヤマギワのHPから選ぶ　　形・大きさ・材質・色・・・

１）選んだ「冬のﾌｧｯｼｮﾝ」に合うライト（照明）を選ぶ

２）自分の好きなライフスタイルをイメージしながら選ぶ。

　　ヤマギワのHPから選ぶ　　形・大きさ・材質・色・・・

「バランス」と「リズム」を考える

※□４参照／画像の大きさ・配置のバランスを整える

自分の作成したコーディネートボードを使用してプレゼンテーションができる。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）

これをひとつの画像（冬のインテリアコーディネーション）として表現してみる。

→その椅子にマッチするインテリアグッズという具合に、自分の好きな世界をインテリア（好きな形や色）にまとめ、

お気に入りのファッションが似合うインテリアを創ろう！

インテリアとは「室内の装飾」を表す言葉

普段の生活の中で身の回りにあるもの・・・インテリアエレメント

図表、写真、言葉をトータルで表示、表現するソフト

※学校での研究発表、会社での企画書作成などに有効なソフト

「デザイナーズチェア」から好きな椅子を選んで画像を貼り付ける

１）画像を右クリックする    ２）「画像をコピー」をクリック

３）パワーポイントに貼り付ける

１）バランス：視覚的な重力を考える（大きさ・形・色）

　　（大きい画像＝重い印象／小さい画像＝軽い印象）

２）リズム：画像を連続させる＝レイアウトが比較的簡単

１）私の好きな冬の風景にマッチするファッションを選ぶ
２）カジュアル、フォーマル、かわいい、好きな色など、私の好きな

　　ファッション（ライフスタイル）を選ぶ

１）選んだ「冬のﾌｧｯｼｮﾝ」に合うチェア（椅子）を選ぶ

２）自分の好きなライフスタイルをイメージしながら選ぶ。

　　ヤマギワのHPから選ぶ　　形・大きさ・材質・色・・・

パワーポイントの機能

インテリアって何？

パワーポイントに写真を貼り付ける

私の好きなライフスタイルのイメージに合う

「冬のファッション」を選ぶ

バランスとリズムを考えたレイアウト

HPから「好きなチェア」を選ぶ

すべての画像を貼り付けて画面を

レイアウトする

専門学校 東京テクニカルカレッジ
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■カルテ

教科名：令和４年度インテリア科　 カルテ

科目名：インテリアデザイン　

第（  １／全１ ）回：開講日    月    日（ 　 ）

講師名： 授業カルテ：

氏名：

問１：

解答

問２：

解答

問３： 本日インテリアのコーディネートボード作成で、画像のコピー・貼り付け　作業を何度か繰り返しましたが、

「　貼り付け　」作業のショートカットは以下のどのボタン操作になりますか。

① Shift + C　　　　② Shift + V　　　　③ Ctrl + C　　　　④ Ctrl + V

解答

問４： インテリアのコーディネーションなど、さまざまなレイアウト作業で大切になる大切なポイントを２つ答えなさい。

① バランス　　　　② リズム　　　　③ 画像の枚数　　　　④ 特にない

解答

問５： あなたが選んだ「冬のファッション」について、その選んだ理由を簡単に答えなさい。

解答

問６： あなたが選んだ「チェア（椅子）」について、その選んだ理由を答えなさい。

解答

問７： 本日インテリアのコーディネートボード作成で、自分が工夫した点を答えなさい。

解答

問８： 本日インテリアのコーディネートボード作成で、自分が苦労した点を答えなさい。

解答

問９： 本日インテリアのコーディネートボード作成で、初めて知ったことや感動したことを答えなさい。

解答

問１０： 本日インテリアのコーディネートボード作成の授業を受けてみて、率直に感じた感想を答えなさい。

解答

ことに適しているアプリケーションソフトの名称を答えなさい。

1

解答時間
１０分

お気に入りのファッションが似合うインテリアを創ろう！

インテリアとはどのような意味を指しますか？

① 敷地を囲う塀　　　　② 室内の装飾　　　　③ 建物の基礎

本日使用した、図表を多く使う会社の企画書などの作成、プレゼンテーションを目的として、資料を作成する

専門学校 東京テクニカルカレッジ
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■カルテ解答・解説

教科名：令和４年度インテリア科　 解答

科目名：インテリアデザイン　

第（  １／全１ ）回：開講日    月    日（ 　 ）

講師名： カルテ解説：

氏名：　　　　　　　　　　　　

問１　：　② 室内の装飾

解説・注釈　　　

問２　：　パワーポイント　Microsoft PowerPoint　（Microsoft Office）

解説・注釈　　　 図表を多く使う会社の企画書などの作成、プレゼンテーションを目的として資料を作成することに

問３　：　④ Ctrl +  V

解説・注釈　　　 パソコン操作では、繰り返し同じ作業を行う場面が出てきますが、コピー　や　貼り付け　は頻繁に

使う操作になります。ショートカットを覚えておくだけで作業の効率化を図ることができます。

問４　：　① バランス　　　　② リズム

解説・注釈　　　 バランスでは、視覚的な重力を考えます。リズムでは、画像を連続させます。

問５　：　各自解答

解説・注釈　　　 カジュアル、フォーマル、カワイイなど、そのファッションのどこが好きなのかを言葉に置き換えて

みましょう。

問６　：　各自解答

解説・注釈　　　 その椅子の形、色、素材などどの部分が好きなのか考えてみましょう。

問７　：　各自解答

解説・注釈　　　 例）タテ・ヨコのラインを意識してレイアウトした・・・　など

　　色使いを気にしながらレイアウトした／アイテムを選んだ・・・　など

問８　：  各自解答

解説・注釈　　　 例）レイアウトが大変だった・・・　など

　　パソコンの操作に不慣れなので大変だった・・・　など

問９　：  各自解答

解説・注釈　　　 例）レイアウトが大変だった・・・　など

問１０　：  各自解答

解説・注釈　　　 率直な感想を聞かせてください。

になります。

Ctrl + C　は「　コピー　」

適しているアプリケーションソフトは、Microsoft（マイクロソフト）のPointPoint（パワーポイント）

インテリアとは、「室内の装飾」を指す言葉です。

お気に入りのファッションが似合うインテリアを創ろう！

1

家具・カーテン・キッチン・照明などから建築的な要素まで、私たちの身の回りにある生活に関わるもの

をインテリアエレメントと言います

専門学校 東京テクニカルカレッジ
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教科名： ＩＴ基礎

講師名： 呉石義明（追加：井坂）

●

□1 □1

□2 □2

□3 □3

□4 □4

□5 □5

□6 □6

□7 □7

□8 □8

□9 □9

□10 □10

●シラバス
コンピュータを動かすためには、ソフトウェア（プログラム）が必要です。そのプログラムは、命令の集まりです。プログラムには、た
くさんの言語があり、言語ごとに得意不得意があります。今回は、身近なホームページを題材にHTMLというハイパーテキスト（言語）
を使いどのようにホームページが動いているかを体験してみましょう。

【内容】
一人１台端末を活用したプログラミングの活動の一環として、難易度の低い題材を用意して、
　・ファイル・フォルダの作成、管理　　　・OSの設定調整　　　・ショートカットキーの活用
などを通して、簡単なハイパーテキストを備えた文書作成を行う。
※使用環境　使用環境：WindowsOS・テキストエディタ・Google Chrome等の標準ブラウザ。インターネット接続前提

今日の授業：

●今日の授業 ●キーポイント

A1クラス

授業シート X
工業ＩＴ科目（工業情報数理）の充実

HTMLファイルの作成と表示（拡張子HTML） 使用OSによるファイル作成・設定の手法確認

基本HTMLタグの解説と記述 html bodyなどの本日使用する構造化のためのタグの利用

タグによる文字情報の表示 入力コンテンツの表示に関わるh1などのタグの利用

タグによる外部データ・コンテンツの埋め込み１ google mapのサービスを利用するためにiframeによるタグで利用を行
う

タグによる外部データ・コンテンツの埋め込み２ youtubeのサービスを自サイトで利用する。およびコンテンツによる制
限も確認（事前予測は不可能）

工業ＩＴ科目（工業情報数理）の充実

WebにおけるHTMLファイルの役割 「Webページ」なるものが、作成側としてはHTMLファイルという種類
のファイルとなる

Webアプリケーションの仕組み HTMLはあくまで表示するだけであり、「機能」としては別の技術が必
要

オプション：CSSの活用場面（yahoo！Japan） HTML→文書コンテンツの構造　CSS→デザイン構造にかかわる

オプション：Webサーバの活用場面 実際のWebへの公開にはサーバコンピュータが必要になる

オプション：DNS・IPアドレスの仕組み コンテンツの特定にIPアドレス、利便性の向上のためにDNSが必要にな
る

□1 OST:ホームページ作成
□2 OST:ホームページ作成
□3 OST:ホームページ作成
□4 OST:ホームページ作成
□5 OST:ホームページ作成
□6 OST:ホームページ作成
□7 OST:ホームページ作成
□8 OST:ホームページ作成
□9 OST:ホームページ作成
□10OST:ホームページ作成

●資格関連度 資格関連なし

●参照資料

●授業コメント

我々が普段目にするホームページは、どのようにしてつくられているか。内部では、HTMLというハイパーテキ
ストという言語で動いています。簡単な命令（タグ）を使って、ホームページを作ってみましょう。
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工業ＩＴ科目（工業情報数理）の充実 
体験授業 
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データサイエンス体験授業
オークションゲーム
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ルール説明
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ルール
オークションで一番
儲けた人が勝ち！

使うもの

● コイン
○ 売り買いに使うお金
○ ゲーム終了時の精算後に、最も多くコインを
持っているプレイヤーが優勝

● ペン
○ 筆記用具として使用

● 請求書カード
○ 自分が出品した絵画の番号と、その絵画を買
った値段（仕入れ値）を書く

● 鑑定書カード
○ 自分が鑑定した絵画の番号と、その売値の範
囲を書く

鑑定書 

請求書カード 鑑定書カード

コイン × 20枚 ペン
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請求書

あなたは以下の絵画を以下の値段で仕入れま
した。

絵画A
3 コイン

オークション終了時の精算で、上記コインを
場に支払ってください。

鑑定書

以下の絵画を鑑定した結果、以下の値段の価
値がある事を保証します。

絵画B
3 コイン

から 

5コイン

サン
プル

 

サン
プル

 
ゲームの流れ

準備フェーズ オークション本番

精算フェーズ 結果発表

※プレイヤー数分だけ繰り返し1.   準備フェーズ
請求書カードと鑑定書カードに
情報を書き込む

2.   オークション本番
各プレイヤーが出品した絵画の
オークションを行う

3.   精算フェーズ
各プレイヤーが、オークション
の結果に応じたコインのやり取
りを行う

4.   結果発表
保有するコイン数が一番多いプ
レイヤーが優勝



⼯業系分野における⾼専連携の５年⼀貫教育プログラム開発・実証 【IT/DX（データサイエンス）分野】 

97 

オークション本番の流れ

1.  絵画が出品される
2.  ランダムに決まった順番で入札を
する

a.  入札は1コイン単位で行う
b.  最初に入札するプレイヤーは、1コイン
入札するか、棄権するかを選ぶ

c.  以降のプレイヤーは、前のプレイヤー
の入札額以上の入札をするか、棄権す
るかを選ぶ

d.  もしも自分が入札した金額のまま再び
自分の入札の番が回ってきたら、さら
に高い金額で入札するか、棄権をしな
ければいけない

3.  1人を残して全員が棄権したら、出
品された絵画が落札され、次の絵
画の出品に移る

絵画番号A

出品者

鑑定者

一般人

一般人

精算フェーズ

1.  それぞれの絵画の売値が明らかになる
2.  それぞれのプレイヤーが請求書と鑑定書を公開する
3.  出品者は場に仕入れ値の分のコインを支払う
4.  落札者は出品者に落札額の分のコインを支払う
5.  落札者は絵画の売値分のコインを場から獲得する
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オークションのルール

● 自分がどの絵画に出品したかを他のプレイヤーに教えてはいけない
● 自分がどの絵画の鑑定をしたかを他のプレイヤーに教えてはいけない
● どの絵画も全てのプレイヤーが落札できる、つまり自分で出品した絵画を落
札しても良い

● 誰も入札せずに落札者が決まった場合、落札額は1コインとなる
● 絵画の売値は必ず仕入れ値以上になっている
● 絵画の売値は必ず鑑定額の範囲に入っている
● 1つの絵画には1人の出品者と1人の鑑定者がいて、重複することはない
● オークションの入札をする順番は完全にランダムに決まる

ツール
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請求書

あなたは以下の絵画を以下の値段で仕入れま
した。

絵画　　　
　　コイン

オークション終了時の精算で、上記コインを
場に支払ってください。

鑑定書

以下の絵画を鑑定した結果、以下の値段の価
値がある事を保証します。

絵画　　　
　　コイン

から 

　　コイン

請求書

あなたは以下の絵画を以下の値段で仕入れま
した。

絵画　　　
　　コイン

オークション終了時の精算で、上記コインを
場に支払ってください。

鑑定書

以下の絵画を鑑定した結果、以下の値段の価
値がある事を保証します。

絵画　　　
　　コイン

から 

　　コイン
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請求書

あなたは以下の絵画を以下の値段で仕入れま
した。

絵画　　　
　　コイン

オークション終了時の精算で、上記コインを
場に支払ってください。

鑑定書

以下の絵画を鑑定した結果、以下の値段の価
値がある事を保証します。

絵画　　　
　　コイン

から 

　　コイン

請求書

あなたは以下の絵画を以下の値段で仕入れま
した。

絵画　　　
　　コイン

オークション終了時の精算で、上記コインを
場に支払ってください。

鑑定書

以下の絵画を鑑定した結果、以下の値段の価
値がある事を保証します。

絵画　　　
　　コイン

から 

　　コイン
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インターフェース

何人で遊びますか？

登録4人以上
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1人目の名前を登録し
てください

登録

「次へ」をタップし
て、＊＊＊さんだけが
端末を見てください。

次へ
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＊＊＊さん、「次へ」
をタップしてください

次へ

あなたが出品する絵画はA
で、仕入れ値は¥***です。請
求書に書き込んでくださ
い。
あなたはBの鑑定書を持って
います。鑑定額は¥***～¥***
です。鑑定書に書き込んで
ください。

次へ
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「次へ」をタップし
て、＊＊＊さんに端末
を渡してください。

次へ戻る

「次へ」をタップし
て、全員が見えるよう
に端末を置いてくださ
い。

次へ
最後の人用
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みなさん、これからオ
ークションを開始しま
す。

1つめの出品は、Aの
絵画です。

A 
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＊＊＊さん、入札額を
入力するか、棄権を選
択してください。

入札 棄権

ログ
・＊＊＊さんが¥***入札
・＊＊＊さんが¥***入札
・＊＊＊さんが棄権
・＊＊＊さんが¥***入札
：
：
：

バリデーションする。自分の入札額を超える、かつ最高入札額以上であるのが条件。

A 

＊＊＊さん以外が全員
棄権したため、＊＊＊
さんがAの絵画を¥***
で落札しました。
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全ての出品が落札され
ました。続いて結果発
表に移ります。

Aの売値は¥***でした。
Aの出品者は＊＊＊さん
で、仕入れ値は¥***でし
た。
Aの鑑定者は＊＊＊さん
で、鑑定額は¥***～¥***
でした。

対象者 金額

仕入 ＊＊＊ -¥***

落札 ＊＊＊ -¥***

＊＊＊ +¥***

売却 ＊＊＊ +¥***
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＊＊＊さん ＊＊＊さん ＊＊＊さん ＊＊＊さん ＊＊＊さん

絵画A +¥*** -¥*** 

絵画B -¥*** +¥*** 

絵画C +¥*** +¥*** 

絵画D -¥*** +¥*** 

絵画E +¥*** -¥*** 

合計 +¥*** -¥*** -¥*** +¥*** +¥*** 

1位 2位 3位4位 5位

オレンジは出品者、黄色は鑑定者

リザルト
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《MEMO》 



環境分野
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水環境測定
身近な水の簡易水質測定

1 

環境テクノロジー科

?*��"1 ;&+-<���
�8:&2����5(��6��=@)����

83&2��>&20'�%7�����#��$/�
,�9�!�	
��8%7���A.4�����#��

2 

【シラバス（概要）と科目目標】
●シラバス（概要） 
【必要性】
私たち（人）の生活や事業活動により河川、湖沼、海域の水環境が汚濁し、人の健康
や他の生物に悪影響を及すことは避けなければなりません。｢水質｣を知ることにより、
それぞれの水環境をどのように改善・保全していけばよいのかが分かります。

【学習内容】
今回は水の汚れを示す代表的な指標となっている｢pH｣、｢COD｣、｢窒素｣、｢りん｣につ
いて、簡易分析器具を使用して水質測定を体験してみます。 

●科目目標（わかる目標・できる目標）
□ 01）なぜ水質を調べるか、その理由がわかる。
□ 02）水の汚濁を示す代表的な指標がわかる。
□ 03）パックテストとは何かがわかる。
□ 04）パックテストを使用し、pHの測定ができる。
□ 05）パックテストを使用し、CODの測定ができる。
□ 06）パックテストを使用し、アンモニウム態窒素が測定できる。
□ 07）パックテストを使用し、りん態りんが測定できる。
□ 08）測定結果から汚れ度合いを判断することができる。
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■採水バケツ 

【川などを水質調査するときに準備する器材等の例】 

■柄付き採水器 
（ｻﾝﾌﾟﾙﾃｲｷﾝｸﾞ） （500mL,2～３個） 

■温度計 ■手付きビーカー 

〈採水に必要なもの〉 〈測定に必要なもの〉 

■採水器 

（任意の深さの水を採集） 

（表層の水を採集） 

■その他 
・汲み置き用バケツ 
・ビニル袋、軍手、長
靴、タオルなど 

■採水ビン 

（気温用,水温用） 

（ハイロート型） 

■pH試験紙 

■透視度計 ■各水質分析試薬 
（パックテスト®など） 

■その他 
・時計（ストップウォッチ）、巻
き尺、白色版、トレー、洗濯物
かご、その他の測定器具など 

〈記録に必要なもの、 
その他〉 
■クリップボード 

■デジタルカメラ 

■記録用紙 

（防水タイプが良い） 

■資料、その他 
・地図や地形図 
・植物の図鑑 
・水生生物の図鑑など 
・常備薬 

（野帳） 

3 

4 

【水質の分析・測定方法】 
① 電気的方法 

pH、電気伝導率（EC）、溶存酸素（DO）などで、おもに専用の測定機器を使用します。 

② 重量法 
　定量しようとする目的成分を他の成分から分離し、その重量を測ります。　例：懸濁物
質（SS）など 

③ 容量法（滴定法） 
　一定容量の試料（液体）に濃度のわかっている試薬を滴下して反応させて、反応が完結
するまでに要した試薬の量から目的成分を割り出す方法です。例：溶存酸素、CODなど 

④ 吸光光度法 
　試料（液体）中の目的成分を試薬で光吸収物質（呈色）に変え、特定の波長でこの光の
吸収度合いを測定し、目的成分量を求める方法である。特長として、感度が高く微量分析
に適し、精度がよい。比較的、操作が簡単で短時間で定量できます。　例：窒素、リン、
クロロフィルaなど 
▶　簡便な方法である視覚比色法もこの方法の１つであり、あらかじめ作成しておいた段
階的な標準色と試薬で発色させた資料を肉眼で比較して測定します。　 
例：pH試験紙、パックテスト® 

⑤ その他の方法 
　器具を使う温度や透視度のほか、目視による外観、嗅覚による臭気、培養による一般細
菌数などがあります。 
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5 

出典：共立理化学研究所　「共立パックテストによる川の水調査セット」 取扱説明書

6 

出典：共立理化学研究所　「共立パックテストによる川の水調査セット」 取扱説明書

※パックテスト使用上の注意（1）
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出典：共立理化学研究所　「共立パックテストによる川の水調査セット」 取扱説明書

※パックテスト使用上の注意（2）

8 

　ものを溶かした水のことを水溶液といい、塩水、
砂糖水、お酢などがあります。わたしたちの身の
回りには様々な水溶液があり、それらは｢酸性｣・
｢アルカリ性｣・｢中性｣という性質に分けることが
できます。
　それぞれの性質は、目視では確認できませんが、
水溶液中に含まれる水素イオン（H＋）の量（濃
度）により決まり、水素イオン濃度表す指数を
pH（ピーエイチ）と呼びます。

出典：通販モノタロウWebページ　「pHメーターの種類と用途」より・pH 値が７より小さい場合 → 酸性
・pH 値が７より大きい場合 → アルカリ性
・pH 値が７の場合　→ 中性

【pH（水素イオン濃度指数）】

【パックテストによる測定（pH）】
・測定原理：pH指示薬　混合指示薬法
・発色試薬：pH指示薬
・測定範囲：pH5.0～9.5
・反応時間：20秒
・結果の目安：川・湖沼・海域の環境基準はpH6.0～8.5だが、いろいろな条件によって変化す
る。

pH5.8～8.6 

※pH：potential of Hydrogen
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9 

出典：共立理化学研究所　「共立パックテストによる川の水調査セット」 取扱説明書

★今回の測定項目

10 

有機物（COD※：化学的酸素要求量） 
　CODとは、水に酸化剤（過マンガン酸カリウムなど）を加えて一定の条件で反応させたとき
に、水中の有機物などの酸化・分解によって消費される酸化剤の量を対応する酸素の量に換算
して表したものです。
　一般的に、水中の有機物の量を示す指標とされています。

｢川や湖のCODが高い｣：水中の有機物が分解されるときに川や湖の中の酸素が消費され、生物
が棲みにくい状態になっているかもしれません。また、酸素の不足によって、生態系のバラン
スが崩れ、川や湖がもつ本来の浄化能力が失われている可能性もあります。

CODの高い川や湖に含まれる有機物の多くは、生活排水に由来していることがわかっていま
す。川や湖、池の水のCODは周辺に住む人間の活動の影響を強く反映しているといえます。

【パックテストによる測定（COD）】　
・測定原理：常温アルカリ性過マンガン酸カリウム酸化法
・発色試薬：過マンガン酸カリウム
・測定範囲：0～8以上 mg/L
・反応時間：4～6分（水温により反応時間は異なる）
・結果評価の目安：川としては0～5 mg/L が望ましい

（雨水・川の上流 → 1～2 mg/L、川の下流 → 2～10 mg/L）

※Chemical Oxygen Demand
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11 

栄養塩類（窒素類）

　窒素類は、土壌や樹木などの自然から、あるいは食べ物のかすや肥料など私たちの生活から、
さまざまな形をして川の中にはいってきます。これらは有機態窒素のほかに、分解や溶解に
よってアンモニウム態窒素、さらに酸化された形の亜硝酸態窒素、そして硝酸態窒素といろい
ろと変化しながら、水草などの植物に吸収されます。

｢アンモニウム態窒素｣の値が高い：生活排水や工場排水あるいは田畑からの肥料分などがすぐ
近くで流れ込んでいると考えられます。

｢亜硝酸態窒素｣の値が高い：硝酸になる前の亜硝酸がたくさんあるため、比較的近くで汚れが
流れ込んでいると考えられます。

｢亜硝酸態窒素｣の値が高い：河川などでは、上流で汚れが流れ込んでいることなどが考えられ
ます。

栄養塩類：植物プランクトンや海藻が増殖するために必要な物質でけい素、りん、窒素等の塩類
の総称のことをいいます。

12 

【パックテストによる測定（硝酸態窒素：NO3
ー-N）】

・測定原理：還元とナフチルエチレンジアミン比色法
・発色試薬：ナフチルエチレンジアミン
・測定範囲：0.2～10 mg/L、反応時間：3分
・結果評価の目安：1 mg/L未満少ない。

通常は1～2 mg/L前後。

【パックテストによる測定（亜硝酸態窒素：NO2
－-N）】

・測定原理：ナフチルエチレンジアミン比色法
・発色試薬：ナフチルエチレンジアミン
・測定範囲：0.005～0.5 mg/L、反応時間：2分
・結果評価の目安：0 mg/Lはきれい。

通常は0.02 mg/L以下。

【パックテストによる測定（アンモニウム態窒素：NH4
＋-N）】

・測定原理：インドフェノール青比色法
・発色試薬：塩素化剤、サリチル酸ナトリウム
・測定範囲：0.2～10 mg/L
・反応時間：5分
・結果評価の目安：0.2 mg/L 未満はきれい。0.5 mg/L 以上は少し多い。

★測定の注意：亜硝酸態窒素があると硝酸態窒素より強く
発色するので、次式で硝酸態窒素を算出する。

［NO3
ー-Nの値］ ＝ ［NO3

ー-Nの値］ ー ［NO2
ー-Nの値］
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13 

栄養塩類（りん）・・・りん酸態りん（PO4
3－・P）

【パックテストによる測定（りん酸態りん：PO4
3－・P）】

・測定原理：酵素法
・発色試薬：酵素、4-アミノアンチビリン
・測定範囲：0.02～1 mg/L
・反応時間：5分
・結果評価の目安：0.05 mg/L 未満はきれい。　0.05～0.2 mg/Lは少し多い。

　りんは土壌や岩石のほかに、植物や食べ物のかす、肥料などからやってきて、溶解や分解に
よって形を変えながら移動し、植物に吸収されたり、土壌に吸着されたりします。りん酸りん
は水の中のりんのひとつの形態です。

「りん酸態りん」の値が高い：川の中にりんが多く存在するということは、窒素と同じように
自然界から入ってくる分に加えて、川の外から急激に食べ物のかすや肥料などの汚れが入って
きていることになります。窒素とりんの両方の値が高いときには、人々の生活によって排出さ
れた汚れなどが川に流れ込んできていると考えられます。

14 

測定項目 A班 B班 C班 D班 E班
① pH 

② COD 

③ アンモニウム態窒素

④ 亜硝酸態窒素

⑤ 硝酸態窒素

⑥ りん酸態りん

【結果評価の目安】
・pH：川・湖沼・海域の環境基準はpH6.0～8.5となっている。
・COD：雨水・川の上流1～2 mg/L 、川の下流 2～10 mg/L、川としては0～5mg/Lが望ましい。
・アンモニウム態窒素：0.2 mg/L未満はきれい。0.5 mg/L以上は少し多い。
・亜硝酸態窒素：0 mg/Lはきれい。通常は0.02 mg/L以下。
・硝酸態窒素：1 mg/L未満は少ない。通常は1～2 mg/L前後。
・りん酸態りん：0.05 mg/L未満はきれい。0.05～0.2 mg/Lは少し多い。

【パックテストによる測定結果】

※②～⑥の単位はmg/L＝ppm 

※ 

●水温： ℃ 



 

 
 

 122 

 
 

 

15 

【富栄養化】 【閉鎖性水域】 
 池や湖、内海などの閉鎖された水域では、
植物の栄養素となる窒素やりんが、生活排水、
工場排水、農業肥料などから流れ込んで溜ま
ります。このような人為的な影響により、水
中の栄養塩類が急激に増加する現象をいいま
す。 
 富栄養化した水域では、光合成により藻類
や植物性プランクトンが急激に増加し、赤潮
やアオコなどの現象が発生します。その結果、
水中の有機物汚濁が進行し、溶存酸素の消費
によって魚類の種の変化や大量死、悪臭の発
生などが起こります。 
窒素とりんは、富栄養化を引き起こす代表的
な栄養塩の一種です。 
 川の中でも流れの少ない、よどんでいるよ
うな場所で、 
窒素やりん濃度の高いところでは局所的に富
栄養化が 
起こっている可能性があります。特にりんの
増加は環境 
に大きな影響を与えます。 

 湖沼・内湾･内海など水の出入りが少ない水
域のことで、一般に水質汚濁が進行しやすく
なります。 
 都市化による人口集中や河川・港湾の近代
化整備に伴って、水域の閉鎖度は加速的に高
まり、また内湾を中心とした海面給餌養殖産
業の拡大進展と相まって、外部との水の交換
が少ない湖沼、内湾、内海などの閉鎖性水域
への汚濁負荷の流入・堆積が一段と進展し、
いわゆる人為的な富栄養化が進みました。水
域がもつ本来の自浄能力は、河床・海浜・港
湾の改修近代化に伴って相対的に低下し、水
質や底質の汚濁を招く水域が多発しています。 
 閉鎖性海域の富栄養化による汚濁の形態は、
高水温期に海水が成層して底層が停滞し、堆
積した有機物の分解に大量の酸素が消費され
る結果、低層水が貧酸素あるいは無酸素状態
となって停滞性の貧酸素水塊を形成するとい
うパターンが生じます。これが長期化すると
海底は嫌気性（酸素のない）環境となって底
泥が還元性分解を伴うようになり、硫化物を
生じて黒色化し、硫化水素の悪臭を放ったり
するようになります。 

16 

【メモ】 
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水環境測定
身近な水の簡易水質測定

＜簡易版＞

1 

環境テクノロジー科

?*��"1 ;&+-<���
�8:&2����5(��6��=@)����

83&2��>&20'�%7�����#��$/�
,�9�!�	
��8%7���A.4�����#��

2 

【シラバス（概要）と科目目標】
●シラバス（概要） 
【必要性】
私たち（人）の生活や事業活動により河川、湖沼、海域の水環境が汚濁し、人の健康
や他の生物に悪影響を及すことは避けなければなりません。｢水質｣を知ることにより、
それぞれの水環境をどのように改善・保全していけばよいのかが分かります。

【学習内容】
今回は水の汚れを示す代表的な指標となっている｢pH｣、｢COD｣、｢窒素｣、｢りん｣につ
いて、簡易分析器具を使用して水質測定を体験してみます。 

●科目目標（わかる目標・できる目標）
□ 01）なぜ水質を調べるか、その理由がわかる。
□ 02）水の汚濁を示す代表的な指標がわかる。
□ 03）パックテストとは何かがわかる。
□ 04）パックテストを使用し、pHの測定ができる。
□ 05）パックテストを使用し、CODの測定ができる。
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3 

【水質の分析・測定方法】
①電気的方法

pH、電気伝導率（EC）、溶存酸素（DO）などで、おもに専用の測定機器を使用します。
②重量法

定量しようとする目的成分を他の成分から分離し、その重量を測ります。　例：懸濁物
質（SS）など

③容量法（滴定法）
一定容量の試料（液体）に濃度のわかっている試薬を滴下して反応させて、反応が完結

するまでに要した試薬の量から目的成分を割り出す方法です。例：溶存酸素、CODなど
④吸光光度法

試料（液体）中の目的成分を試薬で光吸収物質（呈色）に変え、特定の波長でこの光の
吸収度合いを測定し、目的成分量を求める方法である。特長として、感度が高く微量分析
に適し、精度がよい。比較的、操作が簡単で短時間で定量できます。　例：窒素、リン、
クロロフィルaなど
▶ 簡便な方法である視覚比色法もこの方法の１つであり、あらかじめ作成しておいた段
階的な標準色と試薬で発色させた資料を肉眼で比較して測定します。　
例：pH試験紙、パックテスト®

⑤その他の方法
器具を使う温度や透視度のほか、目視による外観、嗅覚による臭気、培養による一般細

菌数などがあります。

4 

出典：共立理化学研究所　「共立パックテストによる川の水調査セット」 取扱説明書
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5 

出典：共立理化学研究所　「共立パックテストによる川の水調査セット」 取扱説明書

※パックテスト使用上の注意（1）

出典：共立理化学研究所　「共立パックテストによる川の水調査セット」 取扱説明書

※パックテスト使用上の注意（2）
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バクテリア 
（硝化作用） 

・アンモニウムイオン 
・亜硝酸イオン 
・硝酸イオン 

魚 
・酸素を取り入れる 
・二酸化炭素を排出 
・エサを食べる 
・排泄する 

水槽の水 
無機物 
（酸素・窒素・二酸化炭素、りんなど） 
有機物 
（炭水化物、たんぱく質、油脂類、有機
酸、フミン質など） 

空気 
酸素・窒素・二酸化炭素など エサ 

＋ 
水
換
え ＋ 

光 ろ過装置 

【水槽の中の水質を考える】・・・物質の循環 

水が汚れてくると藻類が繁
殖しガラス面に付着する 

水草 
（光合成） 

・二酸化炭素を吸収 
・酸素を排出 
 
・アンモニウムイオン、 
硝酸イオンを栄養分と
して吸収 

【水質を測定してみる】 
・水素イオン濃度 → pH 
・有機物 → COD 
　　　　　アンモニウム態窒素 
・窒素　　亜硝酸態窒素 
　　           硝酸態窒素 
 
・りん態りん 

8 

　ものを溶かした水のことを水溶液といい、塩水、
砂糖水、お酢などがあります。わたしたちの身の
回りには様々な水溶液があり、それらは｢酸性｣・
｢アルカリ性｣・｢中性｣という性質に分けることが
できます。 
　それぞれの性質は、目視では確認できませんが、
水溶液中に含まれる水素イオン（H＋）の量（濃
度）により決まり、水素イオン濃度表す指数を
pH（ピーエイチ）と呼びます。 

出典：通販モノタロウWebページ　「pHメーターの種類と用途」より  ・pH 値が７より小さい場合 → 酸性 
 ・pH 値が７より大きい場合 → アルカリ性 
 ・pH 値が７の場合　→ 中性 

【pH（水素イオン濃度指数）】 

【パックテストによる測定（pH）】 
・測定原理：pH指示薬　混合指示薬法 
・発色試薬：pH指示薬 
・測定範囲：pH5.0～9.5  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
・反応時間：20秒 
・結果の目安：川・湖沼・海域の環境基準はpH6.0～8.5だが、いろいろな条件によって変化す
る。 

pH5.8～8.6 

※pH：potential of Hydrogen 
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9 

有機物（COD※：化学的酸素要求量） 
　CODとは、水に酸化剤（過マンガン酸カリウムなど）を加えて一定の条件で反応させたとき
に、水中の有機物などの酸化・分解によって消費される酸化剤の量を対応する酸素の量に換算
して表したものです。
　一般的に、水中の有機物の量を示す指標とされています。

｢川や湖のCODが高い｣：水中の有機物が分解されるときに川や湖の中の酸素が消費され、生物
が棲みにくい状態になっているかもしれません。また、酸素の不足によって、生態系のバラン
スが崩れ、川や湖がもつ本来の浄化能力が失われている可能性もあります。

CODの高い川や湖に含まれる有機物の多くは、生活排水に由来していることがわかっていま
す。川や湖、池の水のCODは周辺に住む人間の活動の影響を強く反映しているといえます。

【パックテストによる測定（COD）】　
・測定原理：常温アルカリ性過マンガン酸カリウム酸化法
・発色試薬：過マンガン酸カリウム
・測定範囲：0～8以上 mg/L
・反応時間：4～6分（水温により反応時間は異なる）
・結果評価の目安：川としては0～5 mg/L が望ましい

（雨水・川の上流 → 1～2 mg/L、川の下流 → 2～10 mg/L）

※Chemical Oxygen Demand

10 

出典：共立理化学研究所　「共立パックテストによる川の水調査セット」 取扱説明書
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【富栄養化】 
 池や湖、内海などの閉鎖された水域では、
植物の栄養素となる窒素やりんが、生活排水、
工場排水、農業肥料などから流れ込んで溜ま
ります。このような人為的な影響により、水
中の栄養塩類が急激に増加する現象をいいま
す。 
 富栄養化した水域では、光合成により藻類
や植物性プランクトンが急激に増加し、赤潮
やアオコなどの現象が発生します。その結果、
水中の有機物汚濁が進行し、溶存酸素の消費
によって魚類の種の変化や大量死、悪臭の発
生などが起こります。 
窒素とりんは、富栄養化を引き起こす代表的
な栄養塩の一種です。 
 川の中でも流れの少ない、よどんでいるよ
うな場所で、 
窒素やりん濃度の高いところでは局所的に富
栄養化が 
起こっている可能性があります。特にりんの
増加は環境 
に大きな影響を与えます。 

 【閉鎖性水域】 
　湖沼・内湾･内海など水の出入りが少ない
水域のことで、一般に水質汚濁が進行しやす
くなります。 
 都市化による人口集中や河川・港湾の近代
化整備に伴って、水域の閉鎖度は加速的に高
まり、また内湾を中心とした海面給餌養殖産
業の拡大進展と相まって、外部との水の交換
が少ない湖沼、内湾、内海などの閉鎖性水域
への汚濁負荷の流入・堆積が一段と進展し、
いわゆる人為的な富栄養化が進みました。水
域がもつ本来の自浄能力は、河床・海浜・港
湾の改修近代化に伴って相対的に低下し、水
質や底質の汚濁を招く水域が多発しています。 
 閉鎖性海域の富栄養化による汚濁の形態は、
高水温期に海水が成層して底層が停滞し、堆
積した有機物の分解に大量の酸素が消費され
る結果、低層水が貧酸素あるいは無酸素状態
となって停滞性の貧酸素水塊を形成するとい
うパターンが生じます。これが長期化すると
海底は嫌気性（酸素のない）環境となって底
泥が還元性分解を伴うようになり、硫化物を
生じて黒色化し、硫化水素の悪臭を放ったり
するようになります。 

【参考資料】 

■採水バケツ 

【川などを水質調査するときに準備する器材等の例】 

■柄付き採水器 
（ｻﾝﾌﾟﾙﾃｲｷﾝｸﾞ） （500mL,2～３個） 

■温度計 ■手付きビーカー 

〈採水に必要なもの〉 〈測定に必要なもの〉 

■採水器 

（任意の深さの水を採集） 

（表層の水を採集） 

■その他 
・汲み置き用バケツ 
・ビニル袋、軍手、長
靴、タオルなど 

■採水ビン 

（気温用,水温用） 

（ハイロート型） 

■pH試験紙 

■透視度計 ■各水質分析試薬 
（パックテスト®など） 

■その他 
・時計（ストップウォッチ）、巻
き尺、白色版、トレー、洗濯物
かご、その他の測定器具など 

〈記録に必要なもの、 
その他〉 
■クリップボード 

■デジタルカメラ 

■記録用紙 

（防水タイプが良い） 

■資料、その他 
・地図や地形図 
・植物の図鑑 
・水生生物の図鑑など 
・常備薬 

（野帳） 
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